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 本論文の第 1 部・序論では、文章中で用いられる同一語句のくり返しを研究する意
義と研究する上での背景を述べるとともに、目下の研究課題を指摘した。第 2 部・本
論においては（2）の研究課題を考察し、解決することとした。なお、(2a)の観点に基
づく研究は第 2 部・本論の第 1 章と第 2 章で行い、（2b）の観点に基づく研究は第 2
部・本論の第 3 章から第 8 章で行った。 





















        a. 名詞単独のくり返しは、連文中で主名詞相当である傾向にあり、その情 
	 	 	 	 	  報価値の変動に一定の偏りがあるわけではない。 
        b. 修飾部を含む名詞句全体のくり返しは、「A の B」という形が最も多い。 
        c. 項を従わない動詞・形容詞・形容動詞を修飾部に持つ名詞句のくり返しは、 
           その半分が形容詞を伴うくり返しである。 
        d. 項を従えた動詞を修飾部に持つ名詞句全体のくり返しの動詞部分におけ 
	 	 	 	 	  る項は 1 つだけである。 
	 	 	 	 e. 名詞句を複合・分離した場合のくり返しは、その量的傾向に偏りはない。 
 





	 	 	 	 a. 文章のまとまりごとにおおよそ 15％から 30％の割合で名詞のくり返しを
行う。 
        b. ある程度の長さを持った文章では、同一語句のくり返しは必ず用いられる。 
 







	 	 	 	 a. 論の帰結（結論やまとめ）の文脈でくり返しが集中的に用いられる。 
        b. 対比の文脈でくり返しが集中的に用いられる。 
 




	 	 	   a. 話題の開始時（第 1 段階）では、新たな見出し語は増加し、同一語句のく
り返しは減少する。 
	 	 	 	 b. 話題の前半部（第 2 段階）では、新たな見出し語は増加を続け、同一語句
のくり返しは増加に転じる。 
        c. 話題の後半部（第 3 段階）では、新たな見出し語は増加を続け、同一語句
のくり返しは減少に転じる。 
        d. 話題の終了時（第 4 段階）では、新たな見出し語は減少に転じ、同一語句
のくり返しは増加に転じる。 
 
	 （8）は文章展開に応じたくり返し量の変化を論じた第 2 部の第 3 章から第 5 章の
結果を総合的に捉え直した結果である。（7）のような特定の場面のみならず、一つの
話題の展開に伴い、（8）に示した 4 段階の語の使用の様相が見られることが分かった。 
 
（9）同一語句のくり返しの割合が大きくなる場合の書き手の意識 
	 	 	 	 読み手を意識して対他性を帯びる文脈： 
	 	 	 	 	 a. 読み手に何らかの行動を促し影響を及ぼうそうとする意識を持つ場合。 
	 	 	 	 	 b. 自らの意図を読み手に明確に伝えようとする意識を持つ場合。 
 





2．2．2．第 3 部・補論の結論	 
	 第 2 部が本論文における考察の軸となる研究であるのに対し、第 3 部は同一語句の
くり返しと関わる周辺領域を研究対象として取り込み、それらと同一語句のくり返し
との関係からどのようなことが言えるかを検討する部分である。第 3 部の第 1 章と第
2 章は指示語と同一語句のくり返しとの関連を論じ、第 3 章では接続表現と同一語句
のくり返しとの関連を論じている。 







	 	 	 	  	 ・専ら文の前半で、題目的な役目を担う助詞とともに用いられる。 
	 	 	 	 	  ・くり返しに使われる名詞は具体的な文脈により意味を与えられるものが
多い。 
	 	 	 	 	  ・要素の並列提示や要素の比較、補足や話題変更の文脈で使われやすい。 
      b. 「その」を伴うくり返し： 
           ・専ら文の前半で、題目的な役目を担う助詞と共に用いられる。 
           ・くり返しに使われる名詞は性別や身体部位など、人間に関わる具体的な
語が多い。 
           ・典型的な順接や逆接が付加される文脈で使われやすい。 
      c. 「ゼロ」によるくり返し： 
           ・文の前半で使われるが、文の後半でもある程度使われる。 
           ・並列的要素やその一例を提示する助詞と共に用いられる。 
           ・くり返しに使われる名詞は「日本」「黒」など一義的な意味を持つ語が
多い。 





	 続く第 2 章も引き続き指示語に関わる研究であるが、同一語句のくり返しに付く連







	 	 	 	 （a）「それ」によって表現される文の意味と矛盾しない情報が付与された名
詞句を代入せよ。 
	 	 	 	 （b）先行詞の候補が一つであれば、その名詞句を代入せよ。 
        （c）先行詞の候補が複数ならば、一つに定まるまで次の条件を番号順に実行
せよ。ただし条件 3ab のみが同時に出たときは確定不能とみなす。 
               1．「それ」の係り先の動詞に合う名詞句を代入 
               2．〈名詞句＋読点＋「それ」を先頭に置く文〉という定型表現の名詞
句にあたる名詞句を代入 
               3a．「それ」から距離の近い名詞句を代入 
               3b．「は」によってマークされた主題となる名詞句を代入 
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      ○維持規則 
        （d）「それ」の値として代入された先行詞は基本的に変更されない。 
        （e）代入された先行詞が改めて明示された場合、「それ」の値は取り消され
る。 
      ○代入規則と維持規則の関係 







	 補論の第 3 章は、第 2 部の第 4 章および第 5 章から派生したものであり、同一語句
のくり返しと接続表現との関係を論じた研究である。第 2 部の第 4 章や第 5 章のよう
に接続表現を指標として用いたときとは反対に、同一語句のくり返しの使用状況から
見て、接続表現そのものの特性の違いを論じた。 




































るわけではない。しかし、第 2 部の第 7 章は、種々の表現媒体を利用して、同一語句
のくり返しの表現媒体ごとの違いを論じている。その点で、位相的側面をどのように
整理するかという研究課題を考察する上での契機も、本論文中に含まれていると言え
る。 
	 同様に、同一語句のくり返しという現象を、どのように文法的問題と関連づけるか
という問題も、第 3 部の諸考察においていくつか示しており、その考察の契機は本論
文中に含まれている。さらに、本論文は文章論的見地からの考察であるが、語彙をそ
の主たる分析対象としている点で、文章論と語彙論との関連の仕方も具体的に示して
いると考えられる。すなわち、本論文によって、文章論に関わる諸問題を、語彙論や
文法論の問題に結びつけながら解決する方法の一端を示すことができたと思われる。 
 
